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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2023-2024年度クラブ方針 

「希望は私たちの原動力！」 
～地域に明るい活力を広げよう！～ 

きました会員の皆さまありがとうございます。また本日は後

期ＩＤＭの発表を上野山リーダー、木本リーダー宜しくお

願い致します。 

 本日のテーマは「心を込める」としまし

て、先日御坊RC70周年記念式典に参加

して参りました。この話は良い悪いではな

く人のふり見て我がふり直せ、の言葉と

受け取って頂ければと思っています。会

場は、花ごぼうさんで到着から駐車場は

一杯で、よく見ると会員さんの車がちらほらと、その後式典

に入りご紹介を受けましたが、全く違う名前を言われびっく

り、式典が進み市長の挨拶時には周年看板が剥がれ落

ち、挨拶を遮る事態に、その場は谷ガバナーがいつものよ

うにハプニングを笑いに変え場を和ませましたが、その後

会員の方が挨拶をされましたがハプニングを来賓と同じよ

うに話していましたが非常に違和感を持ち、そうなると他に

も気になりだす始末。では自分はどうであるか？何か大き

な事業の時や来賓が居られる場合は見え方ばかりを気に

していないか？その反対に通常の例会は惰性にしていな

いか？また会社や家庭では、当たり前にあるものや、やっ

てくれている事に感謝はあるか？など今一度自身の心を

確かめさせてくれた機会であると同時にただやる事にして

しまうと細部に渡り不備が出て偶然が実は必然であると実

感させて頂きました。 

 

〔木本幹事〕 

1.地区より 

・ロータリー財団補助金管理セミナー開催

の案内が届いてます。ロータリー財団 米

山記念奨学委員会 中元委員長にお渡

しします。 

・地区からの地区組織への出向依頼に対

して、中元耕一郎会員を 2024-25年度 

開 催 日 
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前回の報告（第３０６８回例会） 

令和６年２月２９日(木）  

〔川口会長〕 

 

〔嶋田副SAA〕 

川口君：本日の後期IDMの発表 上野山捷身リーダー、

木本リーダー、宜しくお願い致します。今日（29日）は

肉の日だそうです。 

木本君：本日、後期IDMの発表をします。宜しくお願い致

します。 

岩橋君：IDM発表御苦労さんです。 

上野山（捷）君：第1班のIDM、発表さして頂きます。 

中村君：先週のIDMを急に欠席し、申し訳ございませんで

した。各リーダー様、IDM発表よろしくお願い致します。 

宮井君：IDMの発表ごくろうさまです。 

岩本君：今日は後期IDMの発表関係者皆様方御苦労様

です。 

中元君：本日の後期IDMの発表よろしくお願いします。 

井上君：IDMリーダーのみなさん、よろしくお願いします。 

児嶋君：後期IDM発表よろしくお願いします。 

嶋田君：本日、後期IDMの発表宜しくお願い致します。 

 

 

〔例会運営小委員会 上野山（捷）委員〕 

会員数２５名        

（出席規定免除会員９名）    

出席会員１６名 

（出席規定免除会員９名） 

 

〔川口会長〕 

「心を込める」 
 皆さんこんにちは。今日は寒の戻りで寒い中、ご参加頂

  令和６年３月７日 第３０６９回 

・会員卓話：岩橋行伸君、橋爪正芳君 

 65周年企画「ロータリーと私」 

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

  令和６年３月１４日 第３０７０回 

・外部卓話：「アンガーマネージメントを学ぶ」 

 政木まどか氏（(公社)和歌山県人権啓発センター） 

・ソング：「我等の生業」 

１ 

点  鐘 

開催日 

３０６８ Nｏ． 

 幹事報告  

島 海碩 書 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
ｸﾗﾌﾞ広報小委員長  

川口健太郎 

木本 隆昭 

井上 修平 

会長の時間 



２ 

平和構築と紛争予防月間 

地区財団補助金小委員会 委員長へ 

上野山栄作会員を 2024-25年度 地区地域社会奉仕

委員会 委員長へ 

地区社会奉仕委員会 委員へ 

の出向を承諾する旨の回答書を返信しました。 

・青少年交換長期派遣学生募集の案内が届いてます。 

第2回次年度理事会にて、今回は見送る事になりまし

た。 

2.ハイライトよねやま287号が届いてます。回覧します。 

3.ロータリー囲碁同好会より、「第22回RI台湾囲碁大会」  

 の案内が届いてます。後方掲示板にて閲覧願います。 

4.経済クラブよりクラブ通信が届いてます。後方掲示板に 

 て閲覧願います。 

5.御坊ロータリークラブから70周年記念式典の礼状が届 

 いてます。 

6.田辺ロータリークラブと粉河ロータリークラブ、田辺東 

 ロータリークラブから週報が届いてます。回覧します。 

7.各クラブの例会変更は後方掲示板にて閲覧願います。 

 

 

 

【第1班】 

    

 

   リーダー 

   上野山 捷身 君 
   

 

 

 

開催日時：2024年2月15日（木） 18時30分～ 

開催場所：橘家 

参加者：10名 

 リーダー：上野山捷身、サブリーダー：佐原宏 

情報・研修委員：松村秀一、井上修平 

会長エレクト：中村吉伸 

橋爪正芳、菅原佳典、児嶋正人、北畑貴行、嶋田惠 

 

 先ず情報研修委員の松村秀一君が出席予定者が揃い

時間がきたので開催宣言。進行予定通り 

1.リーダー・サブリーダーの紹介 

2.情報・研修小委員会よりIDMの説明 

3会長エレクトから本日のテーマ説明 

があり全て時間通りでした. 

 引き続きリーダーの私が本日は書記がいらっしゃるの

で、そのつもりでゆっくり意見を出して頂きたいとお願い

し会を進めました. 

 

テーマ「卓話について」 

①卓話を会員全員が一人ずつ紹介していただきたい! 

・早く対策を講じて段取りした方が良い。 

・クラブ交換を利用し、卓話者を探してはどうか。 

・話の内容をあらかじめ把握し、会場を道場の様なものに

してみてはどうか。 

・クラブフォーラムを行ってはどうか。 

・来年41回開催のうち25回会員の紹介で行ってはどう

か。 

・テーマが偏らずバラエティーに富んでいる方が良い。 

・会長が卓話者を決めるのは困難なので、会員が一人紹

介したらよいのではないか。 

・一人なら紹介できるという方が多数。 

・一人から一人の紹介は良いと思うが、同業者になりがち

なので、そのあたりを少し考慮してはどうか。 

・一人から一人の紹介は良いが、御礼はどうするか。 

・テーマは会長と相談して決定したらどうか。 

・職種も様々なので、卓話の趣旨に合うか会長に相談し

てはどうか。 

・3月後半になると外部卓話のスケジュールが決定するの

で、一人ずつの紹介はそれ以降でどうか。 

・健康経営についての卓話をしてもらおうと思っている方

がいる。 

・取引先の社長におねがいしたい。業種特有の専門的な

話してもらうと良いのではないか。 

・栄養士の先生にお願いしたい。熱中症についての話を

してもらおうと思っている。 

・色んな職業の方がいるので、それぞれの仕事の内容、

課題を聞かせていただきたい。 

・あわよくば会員になってもらえるような方を紹介してもら

いたい。 

 

②会員の皆様が興味のある卓話とはどのようなもので

しょうか 

・個人事業主や大学の先生など個人的な考えを聞ける

のが面白い。 

・いろんな話をバラエティーを持って聞きたい。トピックス

も新鮮。 

・近隣の方は親近感があるので良い。 

・体験談や苦労話を聞かせてもらうのが面白い。 

・和歌山の優秀な方々、仁坂元知事に話してもらったら

どうか。 

・人によってキャラクターが違うのでその人の内容による。 

・人に教えてあげたいような話を聞きたい。 

・今まで自分が知らなかったことであれば、裏側の話まで

聞けたら面白い。 

・前もって人物像が分かっていれば、話の内容を打ち合

わせした方が良い。 

・予算的なことも考える必要がある。 

 

 最後にリーダー、発表者として至らなかった点はお許し

願います。当日 は会長エレクトの中村さんが出席して下

後期IDMの発表 

2023-2024年度 後期IDM 

テーマ 

「卓話について」 
①卓話者を会員全員が1人ずつ紹介していた

だきたい！ 

②会員の皆様が興味のある卓話とはどのよう

なものでしょうか？ 



さり、直接意見を聞いて下さって心強く感じました。そうし

て会全体の雰囲気が活発になり、大変よかったと思って

います。 

 

 

【第2班】 

 

 

  リーダー 

  木本 隆昭 君 
 

 

 

 

開催日時：令和6年 2月22日 木曜日 18：30分～ 

開催場所：橘家 

出席者：11名 

1.リーダー：木本隆昭 2.サブリーダー：山下茂樹君3.情

報研修委員：橋爪誠治君 4.川口会長 5.石垣洋介 君 

6.成川守彦 君 7.宮井清明君 8.中元耕一郎君 9.手

島政嘉君 10.福原陽司君 11.岩本道弘君 

 

 最初に、リーダー・サブリーダーより自己紹介をしまし

た。そして、情報・研修小委員会の橋爪誠治委員よりＩＤ

Ｍの説明がありました。内容は、「IDMとはInformal Dis-

cussion Meetingの略です。Informal(非公式)とあるよう

に、IDMで皆さんの思っているクラブに対する考えや、今

日のテーマに対しての忌憚のない発言を通して当クラブ

をより良くしていくものです。当クラブの今後の成長に向

けて活発なご意見をいただきたい。」というお話でした。 

 中村会長エレクトが咳や喉の痛みによる体調不良の為

欠席されたので、ここから大テーマ「卓話について」につ

いてのディスカッションを始めました。 

 

テーマ① 

「卓話者を会員全員が１人ずつ紹介していただきたい」 

・選定する人が苦労しているので各自が募り、いない時

は本人がする。 

・会長年度の特色は会長が出す。 

・30回位外部卓話をすると予算がきついのでは？予算

オーバーは会長の裁量で補う？ 

・地域に知っている人が少ないので、自分もしくは会社か

ら卓話者を出す。 

・中村会長エレクトの意向に沿った卓話者を選ぶべきで

ある。 

・会員全員が卓話者を紹介するのはいいことだが、呼べ

る人呼べない人がいると思う。呼べない人は自分で卓

話をすることを覚悟しなければならないかもしれない。 

・今すぐ紹介できるとは言えないが、努力はします。謝礼

の金額についても悩む。卓話者によっては１万円では

少なくはないか。又、昔は他クラブのロータリアンが卓

話にきてくれた時は、謝礼を受け取らなかった。受け

取っても、ニコニコ箱にいれてくれたりした。 

・謝礼の不要な人を呼ぶのは難しい。２～３人でチームを

組んで1人の卓話者を呼ぶのはどうか？ 

・会長がカラーを出す。 

・会長の特色をだす。 

・チームを組んで卓話者を呼ぶことはいいと思う。 

・努力して卓話者をさがす。又は自分自身の職業分野で

卓話をするのもOK。 

 RLIのファシリテーターが3人いるので、勉強会などはど

うか？ 

・会長のカラーを出す。会長の思うようにすることが大事

である。が、紹介してもいい。どんな卓話でも為になりま

す。 

 

テーマ② 

「会員の皆様が興味のある卓話とはどのようなものでしょ

うか？」 

・ロータリーに関する内容の卓話や和歌山、有田にかか

わる卓話 

・地域に関する内容、時事に関する内容、会社の内容や

エネルギー関連等 

・RI会長のテーマ、メンタルヘルスについて、時事、社会

情勢について 

・社会情勢や地域社会の今後、皆の為になるようなテー

マをもつ卓話者 

・会員の職業がバラバラなので、異業種についての話が

勉強になる。 

 会員みんなが異業種の集まりなので、それぞれの職業

分野の卓話が勉強になる。 

・ロータリーの勉強も良いが、会員の自叙伝的な卓話は

どうか。 

 これからの日本経済の行方等、日本の将来について話

てほしい。 

・会員のみんなにアンケートをとってみたらどうでしょう。 

・趣味に関する内容など、楽しい話 

・会員の自叙伝を聞きたい。 

・AIに関する卓話、遠方の卓話者ならリモートを活用すれ

ばいい。 

・個人的な考えであるが、eクラブはあまり良くないと思う。

例会は対面でやるのが望ましい。 

 
 また、テーマとは別ですが、昔のロータリークラブは週

報をつくるのに和歌山市の印刷屋まで通ったとか、例会

を欠席したら他クラブへのメーキャップを頑張ったとかの

お話もでました。こういう話を聞けるのもIDMのいいところ

だと思います。 

 この後、みんなでおいしい食事をとりました。お酒を飲

む人も飲まない人もわいわいと雑談しながら楽しい時を

過ごしました。私自身、10月のIDMの時はコロナ明けとい

う事もあり食事をとらずに中座したので、今回はその時の

分まで飲ませていただきました。中村会長エレクトの好き

なピンクの紀土もいただきました。最後に中元次年度副

会長より締めの御言葉をいただき閉会となりました。IDM

は会員同士の親睦を深める会でもある事を再認識しまし

た。 

 

 

３ 

平和構築と紛争予防月間 

閉会・点鐘 〔川口会長〕 


